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アジアおよび極東人口教育調査地域センタ

（ボンベイ人ロセンター）

Regional Demographic Training and Research Centre in Bombay 

アジアおよび極東人口教育脳在地域センター（通称ポ

ンペイ人ロセンター）はインド，ポンベイ市の郊外チェン

プールにある。ポンペイ市の中心街であるフォート地域

から北へ25キロの落ち莉いた残t様のもと，十分なスベー

スをとった敷地に白いモダンな建物のセンターが，そこ

で学ぶフェローを収容するホステルとともに望まれる。

ポンペイ人ロセンクーは， 1957年，インド政府が囲述

とインドの財閥 SirDoralぅjiTauヽTrust.と共同して剖

設したものである。大体において，センクーの敷地・建

物はクーターによって捉供され，困述は国述技術援助人

ロ学専門家2人ないし3人派述の1t用，エカフェ地域諸

国からセンターに留学するフェローの旅少t，生活りしの致

担をし，大型バス，中褪車，小型乗用車各1台， 30台に

及ぶ計冗概，クイプライクー啄の設餅i，図也，雑誌を捉

供している。その他のい→さいの喪用は，‘...,かしなが

ら，全邪インド政府の財源によっている。

ポンペイ人ロセンター設四の目的は，エカフニ地城の

人口問邸・こ関する科学的潤査研究を行なうことと， この

地域の人口専門家を1追成することである。ポンペイ人口

センクーは，国述の地域人ロセンターとしての性格をも

つだけに，このトレイニングの扱抵はとく tこ強熙され，

エカフェ地戯各函の人口統計・人口1彫幽こ従事する中核

的人材の疫成を目的としている。 1962~6納堪tの卒業式
の期日であった1963年7月までに，通雰17図から97名の

フェローが参加し，人口学のコースを受けた。それら17

国は，アフガニスクン，ビルマ．，セイロン，中国，ガー

ナ，ギニア，ホンコン，インド，ィンドネシア，イラン，

H本， ・N躙，ラオス，ぇ、パール，パキスタン，フィリビ

ン，クイである。

フェローの訓錬j01閲は通常 1年間であるが，最近では

2年目のコースも新設され，上級のトレイニングを行な

っている。また，フェコーの数も非常に増加した。セン

ターの創設された1957~58年庇では， フ.x.ロ・タの数は7

名のみであったが，設近の1962~!i3年／虻では 1年コース

19名， 2年コース 5名を数えている。 1年コースのフェ

ローの内訳は，約半数がインドからであり，残りがエカ
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フェ地域各固からとなっている。蚊近は，エカフェ地域

以外のアフリカ諾固，ガーナとギニアから1人ずつ参加

していた。非インド人のフェローに対しては，先にも触

れたよう 1•こ，国辿がフェローシップを支給し，インド人

のフェローはインド中央政府あるいは地方政府からフェ

ローシップを与えられている。非ィンド側のフェローの

多くは統計局関係の政府要員が派迎されるようである。

センクーのスクッフは，インド側，つまりホス 1~. カン

トリー側のスタッフと 1叫述側の専1111家によっ—cfi叫成され

ている。所長は， fi!J立当時は K.C. K. E. Raja博士で

あったが， 1959年以降C.Chan<lrasekaran博士が任命さ

れ，今日に至っている。このほかK.C. Znchariah栂士

と K.V. Ramachanclran W1士が，それぞれ人口学担
当，統計学担当として常任教授のボストにある。この3

名とも元来数理統ii・I学を専攻した人たちである。極1述か

らの専1']家は，任期が通常1年問なので，鉦年交替する
が，現在は米ぼペンシルパ=,.ア大学のDorothyThomas 

博士，国迎本部の御1•兒他士が赴任されている。前年股

はアラプ述合の M.A.Badry博土と喰者が出向してい

た。

人ロセンクー())トレイニングの内容は，人口学および

oo係泌科学の講淡と，油習，それに論文作成のための関
査研究，インテンシブな文献の読杏に分けられる。コー

スとしては，（l）突体人口学（年間1加：夕.淡時問），（2）技術

人口学(124諧義時間），（3）統計学(62腺淡！約1fり），（4）社会

岡査法 (62講義時問），（5）経済学およびアジア極東の経

済問煩 (32講義時問），（6）人類辿伝学 (12講義時間），（7)

人類再生産生理および家族計画 (12購義時間）がある。

とくに，（1), (2), (3), (4)は，浙習と，参考文献を前もっ

て読んでおくことが要求されている。しかしながら，こ

れらの教授項目の中で，中核的なものは，（1）の実体人口

学と(2)の技術人口学のコースであって，毎迎4時商ずつ，

ィンド側のスタッフと匡辿導I11J家によってii柑ぷ立される。

実（本人口学とは，現火の人口現象の解析，解釈， 1｛}幽の逸

確な把脳を目的とし，世界人口と沢源，人口構漑，人口

分布，死亡，出生，移動，人口成長のダイナミックス，
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労低力人口，人口理論，人口政策の項目｝こついて，と．＜

にエカフェ諸困の人口を対象として考究される。技術人

ロ学は，人口分析の統計的方法を問題とし，人口分析の

際留なすぺき人口統計の評価， h0正，椋釘q化理論，生命
表の作成方法とその応JH,人口再生鹿力の漉定，人口移

動の計址方法，将来人口の推計方法等を学ぶ。

その他のカリキュラムとして， 1年諜程では，学年の

半ば頃それぞれのフェローの出身固の人口統計を評価し

人口的すう勢を概観したベーパーを也くことと，学年の

終わりに際してトビックを取り上げ，インテンシブな研

究を行なって論文にまとめ上げることが要求される。後

者は，学年が終わる 2カ月前に 1人1人肘議の対象とさ

れ，フェローとスタッフの学問的批判を受けた後完成さ

れる。

以上は，人ロセンターの教育乱II糾部1'］のファンクショ

ンであうたが， 1fi1時！こ，センクーは，スクッフを中心と

し＇筋 2年諜程tこいる上級フェローあるいは研究助手：こ

補助されて比校（内まとまった長JUjのプロジェクトを針・両

し，覇企研究を行なっている。それらは大別して，つぎ

の三つである。

(1} ll1生力と家族計画の問題

(2) 国内人口移勁と都市化0)間l姐

{3) エカフェ地域およびインド名~州の将来人 1井齢I·

祁1のプC ジェクドである出生力と家族計画())問題

は，所・足である Chandrasekaran氏が人口学的立場に肉

するかぎりインド髄ーの樅威であるとこるから，同氏の

りーダ・→シッブによって強力に推進されている。すでl•こ

完了され，発表された研究として．同氏によるボンペィ市

の家族計画実行の調迂があり，元匿迎専門家であったM.

A.珈dry教授のポンペイ市の出生力の開査研究がある。

ほぼ完了に近いものとして， Chandrasekaran氏のポン

ペイ市に居住する拌火教徒，パーシーの異例な低出生率

の研究， Badry氏のマラヤ巡邦時代のマうャの出生力の

研究がある。ほとんどのエカフェ諸国に依然として見ら

れる窃い出生力の水糾1維持， したがって，急速！こ低•F し

つつある死亡率による爆発的な人口増加の予想：t,それ

に対処するための家族tt匝醤及の問題と関逃して'.:c.カ
フェ地域址大の人口問題であり， 1963年12月にニューデ

リーで開他されたアジア人口会議でもっとも注目を引い

たトビックであった。ィンド政府も，この問題に対して

深いOO心をもっており，その1品礎科学的研究に絶大の戸

援を送っている。この事情にかんがみて，ポンペイ人口

センクーは，エカフェ地域のパイロット研究ともいうべ

き家族計画の知識・技術の伝播の問題にOOする調査を，

フォード財団の援現JにおいててPi1始している。現在は，
いぜんとして基礎的研究の段階にあるが，将来のこの研

究の成果は，たんにインドのみならず，他のエカフェ地

域の諸国にも非常に有用であると思われる。

祁2は，国内人口移動と都市化についてのプロジェク

トである。エカフ辺也域の語国では，没近加・入したオー

ストラリアとニュージーランドを除き，人口移励を表庶

する統計，データーが日本とインド以外で：之きわめて乏

しい。このプロジェクトに,~して(•ま， したがって， 日本

とインドの移動研究が主要なものである。刊行されたも

のとして，インドに製しては Zachariah教授のインド

孤大陸人口移動の歴史的研究と，日本に関しては僚者と

1961~62年蕊のフェローであった塩悩i氏tこよる府限f閉人

口移勅の要因分析がある。現在進行中のものと . ...,て,1961

年のインドセンサスを特別集計し，人口の前住地と現住

地の途いおよび現住地の居住期間を中thlIとして，ボンペ

イ市の流入人r-lの址およびその特徴を把眼しようとする

プロジェク lヽがある。現在．ヱカフェ地域でも大都市への

人口集中が間阻となっているが，この研究はそのための

パイロットil祈生格を持つ。

第3は将来）‘;:！推計である。 これは， Ramachanclrnn

教投を中心として行なわれ．Cおり，エカフェ地域では台

湾，韓国，インドではマハラシュトラ州，ィンド南部の

州に対して！サなが完了している。たん：こ人口総数でなく，

労紬力，就学人口等の推計も行なっている。推計にあた

って大耶な作梁は既存の材料の補正である。

汲後に，センターの所蔵する図り51こついて一言したい。

固述，エカフェ諸国政府，アメリカ・ボヒ°ュレーシロン・

カウンシルの援助：こよって≫センター｝t現在約 1万点に

のぼる人口学およびOO係詔科学の図m，統計呂を備えて
いる。そのほか，おびただしい定期刊行物，パンフレッ

トも受け取っている。このような，人口に関してまとま

った多くの蔵忠を所有する研究機関は．エカフェ地域iこ

ooするかぎり他tこ類のないところであるう。
ポンペイのセンクーは，エカフニ地域の人ロセンター

として，創立いまだ日が浅いにらかかわらず，公平にみ

てすでtこ相当の成果をあげてきたと考えられる。とくに

センターの卒業生が，各国の統計檄OOあるいは人口研究
所の有力な中堅幹部として，おおいtこ活蔀しているのが

報じられている。 1963年12月のアジア人r.::会蹄では多く

の元フェロー節氏が出席し，活発tょ討論を交わしている
のが目立ったことであった。

(J!J.生名人口1悶凶研究所 祠I且f栂釆）
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